
(57)【要約】

　受信者に発信者識別を提供するための通信インフラ(2

00)及び対応する方法には、通信装置(400)から通信及び

対応する第１識別子を受信するための受信機(202)と、

複数の識別子から第２識別子を選択するためのコントロ

ーラ(206)であって、複数の識別子が各々通信装置(400)

に対応するコントローラ(206)と、コントローラに接続

され第２識別子を発信者識別として受信者に提供するた

めの送信機(204)と、が含まれる。通信装置(400)を用い

ると、第２識別子を選択し、更に、第２通信インフラ(3

00)に信号を送って、第２通信インフラ(300)から第１通

信インフラ(200)に転送する前に通話をブロックし得る

。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
受 信 者 に 発 信 者 識 別 を 提 供 す る た め の 通 信 イ ン フ ラ で あ っ て 、
　 通 信 装 置 か ら 通 信 及 び 対 応 す る 第 １ 識 別 子 を 受 信 す る た め の 受 信 機 と 、
　 同 受 信 機 に 接 続 さ れ 、 複 数 の 識 別 子 か ら 第 ２ 識 別 子 を 選 択 す る た め の コ ン ト ロ ー ラ で あ
っ て 、 前 記 複 数 の 識 別 子 の 各 々 が 前 記 通 信 装 置 に 対 応 す る 前 記 コ ン ト ロ ー ラ と 、
　 前 記 コ ン ト ロ ー ラ に 接 続 さ れ 、 前 記 受 信 者 に 前 記 第 ２ 識 別 子 を 発 信 者 識 別 と し て 提 供 す
る た め の 送 信 機 と 、
が 含 ま れ る 通 信 イ ン フ ラ 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 通 信 イ ン フ ラ で あ っ て 、
　 前 記 受 信 機 は 、 前 記 複 数 の 識 別 子 の 内 の ど れ を 前 記 第 ２ 識 別 子 と し て 前 記 コ ン ト ロ ー ラ
が 選 択 す べ き か を 示 す 信 号 を 前 記 通 信 装 置 か ら 受 信 す る 通 信 イ ン フ ラ 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 通 信 イ ン フ ラ で あ っ て 、
　 前 記 第 ２ 識 別 子 で ア ド レ ス 指 定 さ れ た 前 記 通 信 装 置 に 対 す る 第 ２ 通 信 が 、 別 の 通 信 イ ン
フ ラ か ら 前 記 受 信 機 に 転 送 さ れ 、 前 記 第 １ 識 別 子 で ア ド レ ス 指 定 さ れ る 通 信 イ ン フ ラ 。
【 請 求 項 ４ 】
通 信 を 受 信 し ル ー テ ィ ン グ す る た め の 通 信 イ ン フ ラ で あ っ て 、
　 通 信 装 置 に 対 応 す る 複 数 の 識 別 子 を 有 す る デ ー タ ベ ー ス と 、
　 前 記 通 信 及 び 対 応 す る 第 １ 識 別 子 を 受 信 す る た め の 受 信 機 と 、
　 前 記 通 信 装 置 が 有 効 範 囲 に あ る 場 合 、 前 記 第 １ 識 別 子 を 用 い て 、 前 記 通 信 装 置 に 前 記 通
信 を 結 合 す る た め の 送 信 機 と 、
　 前 記 デ ー タ ベ ー ス 、 前 記 受 信 機 、 及 び 前 記 送 信 機 に 接 続 さ れ 又 そ れ ら と 連 動 し て 動 作 し
、 前 記 通 信 装 置 が 前 記 有 効 範 囲 に な い 場 合 、 も う １ つ の 通 信 イ ン フ ラ 及 び 第 ２ 識 別 子 を 用
い て 、 前 記 通 信 を 前 記 通 信 装 置 に ル ー テ ィ ン グ す る た め の コ ン ト ロ ー ラ で あ っ て 、 シ ス テ
ム 設 定 値 及 び 前 記 通 信 装 置 か ら の 信 号 の 内 の １ つ に よ っ て 、 前 記 通 信 装 置 へ の 通 話 を ブ ロ
ッ ク す る よ う に プ ロ グ ラ ム 可 能 で あ る 前 記 コ ン ト ロ ー ラ と 、
が 含 ま れ る 通 信 イ ン フ ラ 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 通 信 イ ン フ ラ で あ っ て 、
　 前 記 他 の 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク は セ ル 方 式 ネ ッ ト ワ ー ク で あ り 、 前 記 第 ２ 識 別 子 は 携 帯 電 話
番 号 で あ り 、 ま た 、 前 記 通 信 は 、 前 記 携 帯 電 話 番 号 に 転 送 す る こ と に よ っ て 前 記 他 の 通 信
ネ ッ ト ワ ー ク に ル ー テ ィ ン グ さ れ る 通 信 イ ン フ ラ 。
【 請 求 項 ６ 】
複 数 の 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク に 用 い る た め に 配 置 及 び 構 成 さ れ た 通 信 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 通 信 装 置 に 対 応 す る 複 数 の 識 別 子 を 記 憶 す る た め の メ モ リ と 、
　 前 記 メ モ リ に 接 続 さ れ 、 前 記 複 数 の 識 別 子 の 内 の １ つ を 選 択 す る た め の コ ン ト ロ ー ラ と
、
　 前 記 コ ン ト ロ ー ラ に 接 続 さ れ 、 前 記 複 数 の 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 内 の １ つ に 対 し て 、 前 記
複 数 の 識 別 子 の 内 の 前 記 １ つ を 発 信 者 識 別 と し て 用 い る た め に 提 供 す る た め の 送 受 信 機 装
置 と 、
が 含 ま れ る 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 通 信 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 送 受 信 機 装 置 は 、 前 記 複 数 の 各 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 上 で 通 信 す る よ う に 動 作 可 能 で あ
り 、
　 前 記 複 数 の 識 別 子 に は 、 前 記 複 数 の 各 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 用 の 固 有 の 識 別 子 が 含 ま れ る 通
信 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
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請 求 項 ６ に 記 載 の 通 信 装 置 で あ っ て 、 更 に 、
　 前 記 複 数 の 識 別 子 を 表 示 す る た め の ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ イ ス で あ っ て 、 前 記 コ ン ト ロ ー
ラ が 、 発 信 者 識 別 と し て 選 択 す る た め に 前 記 複 数 の 識 別 子 の 内 の 前 記 １ つ の ユ ー ザ 表 示 に
応 答 す る 前 記 ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ イ ス が 含 ま れ る 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 通 信 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 コ ン ト ロ ー ラ は 、 応 答 通 信 を 受 信 す る た め の 経 済 的 な 配 慮 に 基 づ き 、 前 記 複 数 の 識
別 子 の 内 の 前 記 １ つ を 選 択 す る 通 信 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 通 信 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 コ ン ト ロ ー ラ は 、 前 記 複 数 の 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 内 の １ つ に 信 号 を 送 信 し て 、 前 記
複 数 の 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 内 の 前 記 １ つ か ら の 前 記 通 信 装 置 へ の 通 信 を ブ ロ ッ ク す る 通 信
装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
通 信 装 置 が 複 数 の 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て ア ク セ ス 可 能 な 場 合 、 受 信 者 に 発 信 者 識 別 を
提 供 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 通 信 装 置 か ら 通 信 及 び 対 応 す る 第 １ 識 別 子 を 受 信 す る 段 階 と 、
　 前 記 通 信 装 置 に 関 連 す る 複 数 の 識 別 子 か ら 第 ２ 識 別 子 を 選 択 す る 段 階 と 、
　 前 記 受 信 者 に 前 記 発 信 者 識 別 と し て 前 記 第 ２ 識 別 子 を 提 供 す る 段 階 と 、
が 含 ま れ る 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 更 に 、
　 前 記 複 数 の 標 識 の 内 の ど れ を 前 記 第 ２ 識 別 子 と し て 用 い る か を 示 す 前 記 通 信 装 置 か ら の
信 号 を 受 信 す る 段 階 、 が 含 ま れ る 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 更 に 、
　 提 供 さ れ た 前 記 第 ２ 識 別 子 を 用 い て 、 第 ２ 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 上 で 前 記 受 信 者 か ら 応 答 通
信 を 受 信 す る 段 階 と 、
　 前 記 通 信 装 置 が 有 効 範 囲 内 に あ る か ど う か 判 断 す る 段 階 と 、
　 前 記 通 信 装 置 が 前 記 有 効 範 囲 内 に あ る 場 合 、 前 記 通 信 装 置 に 前 記 通 信 を 接 続 す る 段 階 と
、
　 前 記 通 信 装 置 が 前 記 有 効 範 囲 内 に な い 場 合 、 第 １ ネ ッ ト ワ ー ク 上 で 前 記 第 １ 識 別 子 を 用
い て 前 記 通 信 装 置 に 前 記 通 信 を 転 送 す る 段 階 と 、
が 含 ま れ る 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 第 ２ 識 別 子 を 選 択 す る 前 記 段 階 に は 、 更 に 、
　 前 記 受 信 者 か ら 応 答 通 信 を 受 信 す る た め の 経 済 的 な 配 慮 に 基 づ き 、 前 記 第 ２ 識 別 子 を 選
択 す る 段 階 が 含 ま れ る 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 的 に 、 通 信 シ ス テ ム に 関 し 、 特 に 、 選 択 可 能 な 発 信 者 識 別 を 提 供 す る た
め の 方 法 及 び 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 多 数 の 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 上 で 動 作 す る 通 信 装 置 が 存 在 す る 。 ほ と ん ど の 場 合 、 通 信 装 置
は 、 地 域 指 向 で あ っ て 専 用 ネ ッ ト ワ ー ク に よ っ て サ ポ ー ト さ れ る 第 １ ネ ッ ト ワ ー ク 上 で 動
作 す る 。 例 え ば 、 会 社 は 、 そ の コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク を 利 用 し 、 IEEE802.11(WiFi)等
の プ ロ ト コ ル を 用 い て 、 低 電 力 送 受 信 機 を サ ポ ー ト し て 、 通 信 装 置 に 対 し て 、 そ れ が 送 受
信 機 の 有 効 範 囲 内 に あ る 間 、 無 線 通 信 を 提 供 し 得 る 。 通 信 装 置 は 、 会 社 又 は 企 業 ネ ッ ト ワ
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ー ク に ア ク セ ス で き な い 場 合 、 通 信 を 送 受 信 す る た め の セ ル 方 式 ネ ッ ト ワ ー ク 等 の 公 衆 ネ
ッ ト ワ ー ク を 用 い 得 る 。 そ の よ う な 通 信 装 置 は 、 通 常 、 通 話 を 受 信 す る た め の ２ つ の 電 話
番 号 、 例 え ば 、 １ つ は 企 業 ネ ッ ト ワ ー ク 用 、 １ つ は 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク 用 の ２ つ の 電 話 番 号
を 有 す る 。 ユ ー ザ が 、 企 業 ネ ッ ト ワ ー ク 又 は 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク を 用 い て 電 話 を か け る 場 合
、 企 業 電 話 番 号 又 は 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク 電 話 番 号 は 、 そ れ ぞ れ 、 受 信 者 に 対 し て 発 信 者 識 別
(発 信 者 ID)と し て 示 さ れ る 。 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク 番 号 は 、 ユ ー ザ が そ の 番 号 に 業 務 上 の 通 話
を 返 信 し て ほ し く な い 場 合 、 ユ ー ザ の 個 人 的 な 番 号 で あ っ て よ い 。 明 ら か に 、 公 衆 ネ ッ ト
ワ ー ク を 用 い て 電 話 を か け る 際 、 企 業 発 信 者 識 別 を 表 示 す る た め の 方 法 及 び 装 置 に 対 す る
ニ ー ズ が 存 在 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 添 付 図 は 、 別 個 の 図 全 て に お い て 同 様 な 参 照 番 号 に よ り 同 様 な 又 は 機 能 的 に 類 似 の 要 素
を 示 し 、 ま た 、 以 下 の 詳 細 な 説 明 と 共 に 本 明 細 書 に 引 用 さ れ そ の 一 部 を 形 成 す る 。 こ れ ら
添 付 図 は 、 更 に 、 本 発 明 に 基 づ く 、 様 々 な 実 施 形 態 を 例 示 し 、 ま た 、 様 々 な 原 理 及 び 利 点
を 説 明 す る 役 割 を 果 た す 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 概 略 的 に は 、 本 開 示 は 、 多 数 の ネ ッ ト ワ ー ク 上 で 動 作 す る 通 信 装 置 に 関 し 、 更 に 、 具 体
的 に は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 及 び そ こ に お け る 設 備 に 関 す る 。 特 に 、 よ り 低 コ ス ト の ネ ッ ト ワ ー
ク に 通 話 を 導 く と 共 に 、 あ る 条 件 又 は 状 況 の 間 、 通 話 が 転 送 さ れ な い よ う に 遮 蔽 又 は ブ ロ
ッ ク す る 機 会 を 提 供 す る 手 段 と し て の 発 信 者 識 別 の 使 用 と 管 理 の た め の 方 法 及 び 装 置 に お
い て 具 現 化 さ れ る 様 々 な 本 発 明 に よ る 概 念 及 び 原 理 に つ い て 論 じ る 。 論 じ る 原 理 は 多 く の
通 信 シ ス テ ム に 適 用 可 能 で あ る が 、 一 方 の ネ ッ ト ワ ー ク が 携 帯 電 話 サ ー ビ ス 搬 送 設 備 等 の
公 衆 無 線 搬 送 設 備 で あ り 、 他 方 の ネ ッ ト ワ ー ク が 、 例 え ば 、 会 社 の 企 業 無 線 ロ ー カ ル エ リ
ア ネ ッ ト ワ ー ク 上 で サ ポ ー ト さ れ る 専 用 通 信 シ ス テ ム で あ る 場 合 、 特 に 対 象 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 以 下 に 更 に 述 べ る よ う に 、 有 利 な 点 と し て 、 電 話 を か け る 際 又 は 他 の 形 態 の 通 信 を 送 信
す る 際 、 通 信 装 置 の 幾 つ か の 識 別 の 内 ど れ を 用 い る か 選 択 し て 、 様 々 な 通 話 の 受 信 機 が 発
信 者 を 識 別 で き る よ う に す る た め に 、 本 発 明 に よ る 原 理 及 び そ の 組 合 せ が 採 用 さ れ る 。 提
供 さ れ た 発 信 者 識 別 を 用 い て 通 信 装 置 に 返 信 さ れ る 通 話 は 、 常 に 元 の ネ ッ ト ワ ー ク よ り む
し ろ 選 択 さ れ た ネ ッ ト ワ ー ク に 対 し て 行 わ れ る 。 そ の よ う な 返 信 通 話 が 、 例 え ば 、 融 通 の
き く 通 話 ル ー テ ィ ン グ オ プ シ ョ ン を サ ポ ー ト す る 企 業 ネ ッ ト ワ ー ク に 対 し て 行 わ れ る 場 合
、 通 信 装 置 へ の 通 話 の 転 送 又 は 他 の 企 業 資 源 へ の リ ル ー テ ィ ン グ に 関 す る 判 断 が 行 わ れ る
。 こ れ に よ っ て 、 コ ス ト 管 理 と 、 就 業 時 間 以 外 の 間 に 無 用 な 通 話 を 受 信 す る と い う 従 業 員
へ の プ ラ イ バ シ 対 策 と 、 の 双 方 に お い て 自 由 度 を 大 き く す る こ と が 可 能 で あ り 、 ま た 、 逆
に 、 重 要 な 通 話 は ど の よ う な 状 況 下 で も 確 実 に 転 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 開 示 は 、 更 に 、 本 発 明 に 基 づ き 様 々 な 実 施 形 態 を 実 現 し 用 い る 最 良 の 形 態 に つ い て 権
能 付 与 的 に 説 明 す る た め に 提 供 さ れ る 。 本 開 示 は 、 更 に 、 本 発 明 に よ る 原 理 及 び 利 点 に 対
す る 理 解 と 認 識 を 高 め る た め に 提 供 さ れ る も の で あ っ て 、 本 発 明 を 如 何 よ う に も 限 定 す る
も の で は な い 。 本 発 明 は 、 本 出 願 の 係 属 中 に な さ れ る あ ら ゆ る 補 正 や 発 効 時 の 請 求 項 の 全
て の 等 価 な も の を 含 む 添 付 の 請 求 項 に よ っ て の み 規 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 更 に 、 関 連 用 語 の 用 途 、 も し あ れ ば 、 第 １ 及 び 第 ２ 、 上 及 び 下 等 は 、 エ ン テ ィ テ ィ や 動
作 を 、 そ の よ う な エ ン テ ィ テ ィ 又 は 動 作 間 の い ず れ か 実 際 の そ の よ う な 関 係 や 順 番 を 必 ず
し も 要 求 し た り 暗 示 し た り す る こ と な く 、 あ る も の を 他 の も の と 識 別 す る た め だ け に 用 い
ら れ る こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 多 く の 本 発 明 に よ る 機 能 及 び 多 く の 本 発 明 に よ る 原 理 は 、 ソ フ ト ウ ェ ア プ ロ グ ラ ム 又 は
命 令 及 び 特 定 用 途 向 け IC等 の 集 積 回 路 (IC)に よ り 又 は そ れ ら に お い て 最 適 に 実 現 さ れ る 。
当 業 者 は 、 例 え ば 、 利 用 可 能 な 時 間 、 現 在 の 技 術 、 及 び 経 済 的 に も 考 慮 し て 動 機 付 け さ れ
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た 多 大 な 努 力 や 数 多 く の 設 計 の 選 択 肢 に も 関 わ ら ず 、 本 明 細 書 に お い て 開 示 さ れ た 概 念 及
び 原 理 を 手 引 に す る と 、 最 小 限 の 実 験 で 、 そ の よ う な ソ フ ト ウ ェ ア 命 令 及 び プ ロ グ ラ ム 及
び ICを 容 易 に 生 成 し 得 る こ と が 期 待 さ れ る 。 従 っ て 、 簡 潔 に す る た め に 、 ま た 、 本 発 明 に
基 づ く 原 理 及 び 概 念 を 不 明 瞭 に す る と い う あ ら ゆ る リ ス ク を 最 小 限 に す る た め に 、 も し あ
れ ば 、 そ の よ う な ソ フ ト ウ ェ ア 及 び ICに 関 す る 更 な る 議 論 は 、 好 適 な 実 施 形 態 の 原 理 及 び
概 念 に 関 す る 本 質 的 な 点 に 限 定 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ に お い て 、 複 数 の 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 及 び そ の 相 互 接 続 の 簡 略 化 し た 代 表 的 な ブ ロ ッ
ク 図 に つ い て 議 論 し 説 明 す る 。 通 信 イ ン フ ラ 102は 、 通 信 チ ャ ネ ル 106上 で 通 信 装 置 104と
通 信 を 行 う 。 通 信 チ ャ ネ ル 106の た め の 多 数 の プ ロ ト コ ル が 、 例 え ば 、 限 定 す る も の で は
な い が 、 CDMA、 TDMA、 GSM及 び 3Gを 含 み 存 在 す る 。 通 話 又 は シ ョ ー ト ・ メ ッ セ ー ジ ・ サ ー
ビ ス (SMS)メ ッ セ ー ジ ン グ 等 の 他 の 通 信 は 、 広 い 領 域 か ら 、 場 合 に よ っ て は 、 全 地 球 的 に
、 通 信 イ ン フ ラ 102が そ の よ う に 設 計 さ れ 構 成 さ れ て い る 場 合 は 受 信 し 得 る 。 公 衆 、 例 え
ば 、 商 用 ネ ッ ト ワ ー ク 運 用 者 又 は 事 業 者 は 、 通 常 、 上 記 プ ロ ト コ ル の １ つ 又 は 複 数 を サ ポ
ー ト す る 通 信 イ ン フ ラ 102を 所 有 し て い る 。 通 信 チ ャ ネ ル 106の 使 用 料 金 は 、 接 続 時 間 、 伝
達 さ れ た パ ケ ッ ト の 数 又 は 他 の 判 断 基 準 に 基 づ き 、 変 動 し 得 る が 、 ほ ぼ 間 違 い な く コ ス ト
又 は 契 約 上 の 関 係 を 伴 う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 対 照 的 に 、 他 の 通 信 イ ン フ ラ 又 は ロ ー カ ル ネ ッ ト ワ ー ク 108は 、 会 社 企 業 全 体 に 張 り 巡
ら さ れ て い る コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク を 中 心 に 構 築 さ れ る こ と が 多 く 、 別 個 の 接 続 時 間
又 は パ ケ ッ ト 転 送 料 金 を 伴 わ な い こ と が あ る 。 ロ ー カ ル ネ ッ ト ワ ー ク 108に は 、 ア ク セ ス
ポ イ ン ト 110又 は 会 社 ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 さ れ た 場 合 、 比 較 的 短 距 離 の 通 信 チ ャ ネ ル 114上
で 通 信 装 置 112に 無 線 通 信 サ ー ビ ス を 提 供 す る 複 数 の そ の よ う な ア ク セ ス ポ イ ン ト が 含 ま
れ る 。 通 信 チ ャ ネ ル 114は 、 例 え ば 、 802.11(WiFi)、 ブ ル ー ト ゥ ー ス (Bluetooth)、 ハ イ パ
ー ラ ン (HiperLan)等 を 含 む 幾 つ か の 広 く 認 識 さ れ 市 販 さ れ て い る プ ロ ト コ ル の １ つ で あ る
こ と が 多 い 。 通 信 装 置 112は 、 ア ク セ ス ポ イ ン ト 110又 は 複 数 の ア ク セ ス ポ イ ン ト の 有 効 範
囲 116内 に あ る 限 り 、 ロ ー カ ル ネ ッ ト ワ ー ク 108上 で 通 信 を 送 受 信 し 得 る 。 別 個 の 使 用 又 は
接 続 時 間 料 金 が 存 在 せ ず 、 ロ ー カ ル ネ ッ ト ワ ー ク 108イ ン フ ラ の 大 部 分 が 、 他 の 目 的 の た
め に 存 在 す る こ と か ら 、 会 社 は 、 可 能 な 場 合 、 ロ ー カ ル ネ ッ ト ワ ー ク 108を 用 い る 経 済 的
な イ ン セ ン テ ィ ブ を 有 し 得 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 公 衆 交 換 電 話 網 (PSTN)118は 、 通 常 、 有 線 接 続 さ れ る が 無 線 部 位 を 含 み 得 る 接 続 122上 で
普 通 の 旧 式 電 話 機 (POTS)120と の 通 信 を サ ポ ー ト す る 。 PSTN118と ロ ー カ ル ネ ッ ト ワ ー ク 10
8が 接 続 124に よ っ て 接 続 さ れ て い る 場 合 、 ロ ー カ ル ネ ッ ト ワ ー ク か ら の 通 話 又 は 他 の 通 信
は 会 社 又 は 企 業 環 境 の 外 部 に 接 続 し 得 る 。 通 常 、 通 信 イ ン フ ラ 102は 、 PSTNに 接 続 さ れ る 1
26。 通 話 及 び 他 の 通 信 は 、 そ れ ら の 対 応 す る ネ ッ ト ワ ー ク 102、 108、 118に ア ク セ ス す る
任 意 の 装 置 104、 112、 120に 対 し て 送 信 及 び 受 信 し 得 る 。 複 数 の ネ ッ ト ワ ー ク 上 で 通 信 が
可 能 な あ る 種 類 の 装 置 が 考 え ら れ て い る 。 112等 の 幾 つ か の 通 信 装 置 は 、 通 信 イ ン フ ラ 102
又 は ロ ー カ ル ネ ッ ト ワ ー ク 108の い ず れ か で 動 作 可 能 に で き 、 ま た 、 ロ ー カ ル ネ ッ ト ワ ー
ク チ ャ ネ ル 114又 は ワ イ ド エ リ ア チ ャ ネ ル 128を 用 い て 通 信 を サ ポ ー ト し 得 る 。 多 数 の 通 信
ネ ッ ト ワ ー ク 及 び プ ロ ト コ ル を サ ポ ー ト 可 能 な 通 信 装 置 は 、 モ ト ロ ー ラ （ Motorola） 社 等
の 製 造 業 者 か ら 入 手 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ の 他 の 要 素 は 、 公 知 で あ り 入 手 可 能 で あ る 。 通 信 イ ン フ ラ 102は 、 高 度 統 合 デ ジ タ
ル ネ ッ ト ワ ー ク 通 信 シ ス テ ム 又 は 他 の セ ル 方 式 シ ス テ ム に よ っ て 例 示 さ れ る モ ト ロ ー ラ か
ら 入 手 可 能 な シ ス テ ム に よ っ て 代 表 さ れ る 。 通 信 イ ン フ ラ 102に は 、 通 常 、 設 備 の 中 で も
と り わ け 、 無 線 ア ク セ ス ネ ッ ト ワ ー ク 、 基 地 局 コ ン ト ロ ー ラ 及 び 交 換 機 が 含 ま れ る 。 PSTN
は 、 交 換 機 、 ル ー タ 等 を 含 む 標 準 の 有 線 電 話 イ ン フ ラ で あ り 、 ル ー セ ン ト (Lucent)及 び テ
ラ ブ ス (Tellabs)等 の 会 社 か ら 入 手 可 能 で あ る 。 普 通 の 旧 式 電 話 機 120は 、 AT&T及 び 他 の 製
造 業 者 か ら 全 国 の 小 売 店 で 入 手 可 能 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ に お い て 、 部 分 的 に 公 衆 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク を 表 す 通 信 イ ン フ ラ 200の 簡 略 化 し た 代
表 的 な ブ ロ ッ ク 図 に つ い て 議 論 し 説 明 す る 。 図 ２ の 要 素 は 、 一 般 的 に 、 前 述 し た 通 信 イ ン
フ ラ 102の た め の 制 御 エ ン テ ィ テ ィ に 関 す る 。 受 信 機 202及 び 送 信 機 204は 、 共 に 、 基 地 局
、 潜 在 的 に 基 地 局 コ ン ト ロ ー ラ 及 び 地 上 通 信 線 ネ ッ ト ワ ー ク 等 の 他 の 要 素 に イ ン フ ラ を 接
続 す る よ う に 動 作 す る 送 受 信 機 で あ る 。 図 ２ の イ ン フ ラ は 、 基 地 局 コ ン ト ロ ー ラ (BSC)、
移 動 通 信 交 換 局 (MSC)、 又 は 組 合 せ BSC/MSC等 と 呼 ぶ こ と が で き 、 ま た 、 い ず れ の 場 合 で も
、 無 線 ワ イ ド エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク の た め の 制 御 エ ン テ ィ テ ィ と 見 な さ れ て お り 、 ま た 見 な
し 得 る 。 受 信 機 202及 び 送 信 機 204は 、 コ ン ト ロ ー ラ 206に 接 続 さ れ 、 コ ン ト ロ ー ラ 206は 、
通 話 管 理 、 課 金 、 プ ロ ビ ジ ョ ニ ン グ 等 の た め の 様 々 な バ ッ ク エ ン ド 機 能 を 実 行 す る 。 コ ン
ト ロ ー ラ の 構 成 要 素 に は 、 ユ ー ザ デ ー タ を 管 理 す る た め の デ ー タ ベ ー ス 210を 含 む 揮 発 性
及 び 不 揮 発 性 双 方 の 要 素 を 含 む メ モ リ 208と 、 動 作 環 境 を 提 供 す る た め の オ ペ レ ー テ ィ ン
グ シ ス テ ム 212と 、 課 金 、 ユ ー ザ プ ロ ビ ジ ョ ニ ン グ 及 び 特 殊 機 能 等 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ
ロ グ ラ ム 214と 、 が 含 ま れ る 。 コ ン ト ロ ー ラ は 、 接 続 218、 通 常 、 幹 線 接 続 を 介 し て 、 公 衆
交 換 電 話 網 216(PSTN)に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 述 し た よ う に 、 通 信 イ ン フ ラ 200は 、 モ ト ロ ー ラ 社 等 の 製 造 業 者 か ら 入 手 し 得 る 。 コ
ン ト ロ ー ラ 206は 、 ソ フ ト ウ ェ ア を 実 行 し て 必 要 な タ ス ク を 行 う サ ン ・ マ イ ク ロ シ ス テ ム
ズ 社 (SunMicrosystems)又 は ヒ ュ ー レ ッ ト パ ッ カ ー ド 社 (HewlettPackard)か ら 入 手 可 能 な
コ ン ピ ュ ー タ 及 び 周 辺 装 置 で あ っ て よ い 。 揮 発 性 及 び 不 揮 発 性 双 方 の メ モ リ は 、 市 販 さ れ
て お り 、 ま た 、 半 導 体 及 び 磁 気 又 は 回 転 媒 体 を 含 み 得 る 。 オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム 212
は 、 サ ン ・ ソ ラ リ ス (SunSolaris)、 HPUX又 は 他 の 異 種 の UNIXで あ っ て よ い 。 デ ー タ ベ ー ス
は 、 オ ラ ク ル (Oracle)等 の 多 数 の ベ ン ダ か ら 市 場 で 入 手 し 得 る 。 通 信 装 置 104に 関 連 す る
固 定 エ ン ド 動 作 を サ ポ ー ト す る た め の ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム 214は 、 イ ン フ ラ 製 造
業 者 か ら 又 は ロ ジ カ (Logica)等 の プ ロ バ イ ダ か ら 入 手 可 能 で あ る 。 ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ
グ ラ ム 214は 、 C、 C++及 び Javaを 含 む 多 数 の 言 語 で 記 述 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 動 作 時 、 通 信 イ ン フ ラ 200は 、 受 信 者 に 発 信 者 識 別 を 提 供 す る 。 ま た 、 通 信 装 置 104か ら
通 信 及 び 対 応 す る 第 １ 識 別 子 を 受 信 す る た め の 受 信 機 202を 含 む 幾 つ か の 動 作 要 素 が 含 ま
れ る 。 １ つ の 実 施 形 態 に お い て 、 受 信 機 が 含 ま れ る 通 信 イ ン フ ラ は 、 Nextel等 の 公 衆 無 線
ネ ッ ト ワ ー ク の た め の 制 御 エ ン テ ィ テ ィ の 一 部 で あ る 。 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク は 、 申 込 み ベ ー
ス で ユ ー ザ に 又 は 営 業 イ ン セ ン テ ィ ブ と し て 、 ネ ッ ト ワ ー ク ア ク セ ス サ ー ビ ス を 提 供 す る
も の で あ る と １ つ の 文 脈 で 定 義 し 得 る 。 例 え ば 、 ス タ ー バ ッ ク ス (Starbucks)は 、 か れ ら
の 店 に い る 利 用 客 に ネ ッ ト ワ ー ク ア ク セ ス を 提 供 し 得 る 。 専 用 ネ ッ ト ワ ー ク は 、 ユ ー ザ が
ネ ッ ト ワ ー ク 所 有 者 /運 用 者 と 密 接 な 関 係 が あ る 、 例 え ば 、 従 業 員 で あ っ て 、 ネ ッ ト ワ ー
ク ア ク セ ス が 無 料 で ユ ー ザ に 提 供 さ れ る ネ ッ ト ワ ー ク と 定 義 し 得 る 。 第 １ 識 別 子 は 、 発 信
装 置 の 電 話 番 号 又 は 国 際 移 動 体 装 置 識 別 子 (IMEI)等 の 通 信 装 置 104用 の 他 の 識 別 子 で あ っ
て よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 通 信 は 、 受 信 機 202に 接 続 さ れ た コ ン ト ロ ー ラ 206に 転 送 さ れ る 。 通 常 、 通 信 イ ン フ ラ 20
0は 、 通 信 イ ン フ ラ 200が 通 信 装 置 104と 関 連 付 け る 一 次 電 話 番 号 を 発 信 者 識 別 と し て 提 示
す る 。 通 信 装 置 104が 複 数 の イ ン フ ラ 上 で 動 作 可 能 な 場 合 、 有 利 な 点 と し て 、 本 発 明 に よ
る コ ン ト ロ ー ラ 206は 、 複 数 の 識 別 子 か ら 第 ２ 識 別 子 を 、 例 え ば 、 デ ー タ ベ ー ス 210か ら 選
択 し 得 る 。 複 数 の 各 識 別 子 は 、 通 信 装 置 104に 、 具 体 的 に は 、 通 信 装 置 が そ れ 上 で 動 作 可
能 な 各 ネ ッ ト ワ ー ク に 対 し て 通 信 装 置 104を ア ド レ ス 指 定 す る た め に 用 い 得 る 番 号 又 は 識
別 子 に 、 対 応 す る 。 こ の 第 ２ 識 別 子 、 例 え ば 、 選 択 さ れ た 識 別 子 は 、 送 信 機 204を 介 し て
、 発 信 者 識 別 と し て 受 信 者 に 提 供 さ れ る 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 受 信 者 が POTS120又 は PST
N216を 介 し て ア ク セ ス さ れ る 他 の 宛 先 で あ る 場 合 、 送 信 機 204は 、 全 体 的 に 又 は 部 分 的 に
、 PSTN216に 接 続 さ れ 、 第 ２ 識 別 子 は 、 そ の よ う な 通 話 の た め に 発 信 者 識 別 と し て 用 い ら
れ る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 １ 識 別 子 か ら 第 ２ 識 別 子 に 発 信 者 識 別 を 変 更 す る と 、 受 信 者 に よ っ て 受 信 さ れ た 場 合
、 発 信 者 識 別 を 用 い て 、 通 話 を 発 呼 し た 通 信 イ ン フ ラ と は 異 な る イ ン フ ラ を 介 し て 、 通 信
装 置 104に 対 し て 返 信 通 話 を 行 い 得 る こ と に な る 。 幾 つ か の 実 施 形 態 に お い て 、 受 信 機 202
は 、 ア ド レ ス と し て 第 ２ 識 別 子 を 用 い る 通 信 装 置 104に 宛 て ら れ た 通 信 の 受 信 動 作 が で き
な い 場 合 が 起 こ り 得 る 。 通 信 装 置 104に 行 わ れ た 通 話 が 、 第 ２ イ ン フ ラ 108に お い て 装 置 に
宛 て ら れ た 場 合 、 通 話 は 、 通 信 装 置 104に 到 着 す る た め に 、 こ の 場 合 、 通 信 イ ン フ ラ 200に
転 送 さ れ 、 そ の 受 信 機 202が 第 １ 識 別 子 で ア ド レ ス 指 定 さ れ る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 受 信 機 202は 、 複 数 の 識 別 子 の 内 の ど れ を コ ン ト ロ ー ラ が 第 ２ 識 別 子 と し て 選 択
す べ き か を 示 す 信 号 を 通 信 装 置 か ら 104受 信 す る よ う に 動 作 可 能 で あ る 。 こ の こ と は 、 通
信 装 置 104の ユ ー ザ が 、 返 信 通 話 が 行 わ れ る で あ ろ う 通 信 イ ン フ ラ を 変 更 し 、 潜 在 的 に 既
定 値 を 無 効 に し た い 場 合 、 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ に お い て 、 専 用 ネ ッ ト ワ ー ク を 表 す 他 の 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 300の 簡 略 化 し た 代 表 的
な ブ ロ ッ ク 図 に つ い て 議 論 し 説 明 す る 。 こ の ネ ッ ト ワ ー ク 用 の イ ン フ ラ は 、 再 び 、 ネ ッ ト
ワ ー ク の た め の 制 御 エ ン テ ィ テ ィ で あ る 。 ア ク セ ス ポ イ ン ト 302に は 、 送 受 信 機 304及 び A/
Pコ ン ト ロ ー ラ 306が 含 ま れ る 。 ア ク セ ス ポ イ ン ト 302は 、 通 信 装 置 112と の 無 線 周 波 数 通 信
チ ャ ネ ル 114を 提 供 す る 。 通 常 、 送 受 信 機 304は 、 無 認 可 の 産 業 ・ 科 学 ・ 医 療 (ISM)帯 域 無
線 周 波 数 に よ る 短 距 離 通 信 用 の 低 電 力 ユ ニ ッ ト で あ る 。 用 い ら れ る 通 信 プ ロ ト コ ル は 、 IE
EE802.11(WiFi)又 は ブ ル ー ト ゥ ー ス 又 は 開 発 さ れ 導 入 さ れ つ つ あ る 他 の プ ロ ト コ ル の い ず
れ か で あ る こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 通 信 イ ン フ ラ 300、 例 え ば 、 ネ ッ ト ワ ー ク 300の た め の 制 御 エ ン テ ィ テ ィ は 、 多 く の 形 態
で 具 現 化 さ れ 、 例 え ば 、 以 下 の 全 て 、 即 ち 、 仮 想 専 用 ネ ッ ト ワ ー ク 、 ロ ー カ ル ネ ッ ト ワ ー
ク 、 商 用 無 線 ホ ッ ト ス ポ ッ ト 、 及 び 専 用 ネ ッ ト ワ ー ク が 、 通 信 接 続 を 完 了 す る た め の こ の
技 術 を 用 い 得 る 。 仮 想 専 用 ネ ッ ト ワ ー ク は 、 よ り 大 規 模 な ネ ッ ト ワ ー ク の サ ブ セ ッ ト で あ
っ て よ く 、 こ の 場 合 、 サ ブ セ ッ ト は 、 同 じ ネ ッ ト ワ ー ク を 用 い て 、 見 か け 上 他 の も の と 分
離 し て 存 在 す る よ う に 動 作 さ れ る 。 ロ ー カ ル ネ ッ ト ワ ー ク は 、 サ ー ビ ス 、 例 え ば 、 電 話 サ
ー ビ ス を ア パ ー ト の 建 物 に 提 供 す る 民 間 企 業 で あ っ て よ い 。 ス タ ー バ ッ ク ス （ Starbucks
） コ ー ヒ ー シ ョ ッ プ に よ っ て 提 供 さ れ る ネ ッ ト ワ ー ク 等 の 商 用 ホ ッ ト ス ポ ッ ト は 、 利 用 客
に 無 線 接 続 を 加 入 料 金 で 提 供 す る こ と が あ る 。 上 記 の 様 々 な 種 類 の 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク と は
異 な り 、 専 用 ネ ッ ト ワ ー ク は 、 通 常 、 企 業 の 従 業 員 等 、 あ る 団 体 の 構 成 員 だ け の た め に 運
用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ア ク セ ス ポ イ ン ト 302は 、 無 線 有 効 範 囲 を １ つ 又 は 複 数 の 通 信 装 置 に 提 供 す る た め に 、
建 物 又 は 他 の エ リ ア 周 辺 に 物 理 的 に 配 置 さ れ た 幾 つ か の 内 の １ つ で あ っ て よ い 。 A/Pコ ン
ト ロ ー ラ 306は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 310上 で 伝 達 さ れ る パ ケ ッ ト 情 報 を 適 切 な RF通 信 プ ロ ト コ ル
に 及 び そ の プ ロ ト コ ル か ら 変 換 す る 。 A/Pコ ン ト ロ ー ラ 306は 、 ま た 、 信 号 強 度 を 監 視 し 、
ま た 、 ア ク セ ス ポ イ ン ト 306と 隣 接 す る ア ク セ ス ポ イ ン ト （ 図 示 せ ず ） と の 間 に お い て 、
通 信 装 置 が １ つ の エ リ ア か ら 他 の エ リ ア に 移 動 す る 際 、 ハ ン ド オ フ 手 順 の 一 部 と し て 機 能
し 得 る 。 例 え ば 、 装 置 が 、 ホ ー ル の 一 端 に あ る 会 議 室 か ら 他 端 に あ る 事 務 所 に 移 動 す る 場
合 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 コ ン ト ロ ー ラ 308は 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 300上 で の 通 信 の サ ポ ー ト に 関 連 す る 他 の タ ス ク
を 管 理 す る た め に 用 い ら れ る 。 コ ン ト ロ ー ラ 30 8に は 、 デ ー タ ベ ー ス 314、 オ ペ レ ー テ ィ
ン グ シ ス テ ム 316及 び １ つ 又 は 複 数 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム 318等 の 情 報 を 記 憶 す る
た め の メ モ リ 312が 含 ま れ る 。 コ ン ト ロ ー ラ 308は 、 ロ ー カ ル ネ ッ ト ワ ー ク 118の 外 部 に い
る 相 手 へ の 通 信 リ ン ク を 確 立 す る た め に 、 幹 線 等 の 通 信 チ ャ ネ ル 322を 介 し て 、 公 衆 交 換
電 話 網 320に 接 続 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ア ク セ ス ポ イ ン ト 302は 、 公 知 で あ り 、 モ ト ロ ー ラ 等 の 製 造 業 者 か ら 入 手 可 能 で あ る 。
コ ン ト ロ ー ラ は 、 通 常 、 多 数 の 供 給 業 者 か ら 入 手 可 能 な サ ー バ で あ る 。 例 え ば 、 典 型 的 な
実 施 形 態 に お い て 、 ソ ラ リ ス （ Solaris） を 走 ら せ る サ ン ・ コ ン ピ ュ ー タ （ SunComputer）
サ ー バ 等 、 異 種 の UNIXを 走 ら せ る サ ー バ で あ る 。 ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム 318は 、 シ
ス テ ム 動 作 の サ ポ ー ト 、 例 え ば 、 記 録 を 取 る こ と 及 び ハ ン ド オ フ 管 理 を 含 む 幾 つ か の 目 的
を 有 し 、 ま た 、 C、 C++、 Java等 で 記 述 し 得 る 。 メ モ リ 312は 、 公 知 で あ り 、 入 手 可 能 で あ
り 、 半 導 体 又 は 回 転 媒 体 の い ず れ か で あ っ て よ い 。 こ れ ら の プ ロ グ ラ ム の １ つ 又 は 複 数 は
、 本 明 細 書 に お い て 議 論 さ れ 開 示 さ れ た 原 理 及 び 概 念 に 基 づ く 修 正 を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 動 作 時 、 通 信 装 置 112へ の 通 信 を 受 信 し ル ー テ ィ ン グ す る た め の 通 信 イ ン フ ラ 300に は 、
有 利 な 点 と し て 、 通 信 装 置 112に 対 応 す る 複 数 の 識 別 子 を 有 す る デ ー タ ベ ー ス 314が 含 ま れ
る 。 複 数 の 各 識 別 子 は 、 通 信 装 置 112と の 通 信 を サ ポ ー ト す る た め に 用 い 得 る 異 な る 通 信
ネ ッ ト ワ ー ク 102、 108に 対 応 す る 。 ま た 、 こ れ に は 、 送 信 者 か ら の 通 信 及 び 対 応 す る 第 １
識 別 子 を 受 信 す る た め の 送 受 信 機 304、 又 は 、 幾 つ か の 実 施 形 態 で は 普 通 の 受 信 機 が 含 ま
れ る 。 第 １ 識 別 子 は 、 大 抵 、 通 信 イ ン フ ラ 300用 の 通 信 装 置 112に 関 連 す る 識 別 子 で あ る 。
送 受 信 機 304、 又 は 幾 つ か の 実 施 形 態 で は 、 普 通 の 送 信 機 は 、 通 信 装 置 112に 対 し て 、 通 信
装 置 が 通 信 イ ン フ ラ 300の 有 効 範 囲 に あ る 場 合 、 第 １ 識 別 子 を 用 い て 、 通 信 を 接 続 す る た
め に 用 い ら れ る 。 ま た 、 通 信 イ ン フ ラ の 要 素 は 、 全 て 連 動 し て 動 作 す る デ ー タ ベ ー ス 、 受
信 機 、 及 び 送 信 機 に 接 続 さ れ 、 通 信 装 置 が 有 効 範 囲 内 に な い 場 合 、 102等 の 他 の 通 信 イ ン
フ ラ 及 び 第 ２ 識 別 子 を 用 い て 、 通 信 を 通 信 装 置 112に ル ー テ ィ ン グ す る た め の コ ン ト ロ ー
ラ 308で あ る 。 他 の 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク は 、 第 ２ 識 別 子 が 携 帯 電 話 番 号 で あ る 場 合 、 公 衆 セ
ル 方 式 ネ ッ ト ワ ー ク で あ っ て よ い 。 通 信 は 、 携 帯 電 話 番 号 に 通 信 を 転 送 す る こ と に よ っ て
他 の 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク に ル ー テ ィ ン グ さ れ る 。 コ ン ト ロ ー ラ 308は 、 シ ス テ ム 設 定 値 及 び
通 信 装 置 か ら の 信 号 の 内 の １ つ に よ っ て 、 通 信 装 置 へ の 通 話 を ブ ロ ッ ク す る よ う に プ ロ グ
ラ ム 可 能 で あ る 。 そ の よ う な 要 求 は 、 第 ２ 識 別 子 又 は セ ル 方 式 番 号 が ユ ー ザ の 専 用 携 帯 電
話 番 号 で あ り 、 ま た 、 通 信 イ ン フ ラ 300又 は 職 場 か ら 転 送 さ れ た 通 話 が 週 末 に ブ ロ ッ ク さ
れ る 場 合 、 通 信 装 置 112の ユ ー ザ に よ っ て 行 い 得 る 。 ま た 、 シ ス テ ム 管 理 者 は 、 通 信 の 発
呼 元 等 、 他 の 判 断 基 準 に 基 づ き 、 そ の よ う な ブ ロ ッ キ ン グ や 転 送 を 設 定 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ４ に お い て 、 通 信 装 置 400の 簡 略 化 し た 代 表 的 な ブ ロ ッ ク 図 に つ い て 議 論 し 説 明 す る
。 送 受 信 機 装 置 402に は 、 例 え ば 、 セ ル 方 式 電 話 ネ ッ ト ワ ー ク 又 は 他 の 無 線 ワ イ ド エ リ ア
ネ ッ ト ワ ー ク に 用 い る た め の ワ イ ド エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク (WAN)送 信 機 ・ 受 信 機 404が 含 ま れ
る 。 ま た 、 送 受 信 機 装 置 402に は 、 ロ ー カ ル 企 業 又 は 他 の 同 様 な 短 距 離 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク
に 用 い る た め の 無 線 ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク (WLAN)送 信 機 ・ 受 信 機 406が 含 ま れ る 。
送 受 信 機 装 置 402及 び そ の 構 成 要 素 404、 406は 、 コ ン ト ロ ー ラ 408に 接 続 さ れ る 。 コ ン ト ロ
ー ラ に は 、 識 別 子 412等 の 情 報 、 例 え ば 、 通 信 装 置 400を 呼 び 出 す た め に 用 い ら れ る SIP識
別 子 等 の 電 話 番 号 又 は 他 の 識 別 子 番 号 又 は ア ド レ ス を 記 憶 す る た め の メ モ リ 410が 含 ま れ
る 。 メ モ リ は 、 ま た 、 通 信 装 置 400オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム 414及 び イ ン ス ト ー ル し 得 る
あ ら ゆ る ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム 416を 記 憶 す る た め に 用 い ら れ る 。 ユ ー ザ イ ン タ ー
フ ェ イ ス が 設 け ら れ 、 ン ト ロ ー ラ に 接 続 さ れ 、 通 信 装 置 400の ユ ー ザ と の 対 話 を サ ポ ー ト
す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 通 信 装 置 400は 、 通 信 装 置 112と 同 様 又 は 同 一 で あ り 、 モ ト ロ ー ラ 等 の 製 造 業 者 か ら 入 手
可 能 で あ る が 、 こ れ ら の 装 置 の 機 能 は 、 上 述 し た 利 点 を 享 受 す る た め に 、 本 明 細 書 に お い
て 開 示 し 説 明 し た 原 理 及 び 概 念 に 基 づ き 、 修 正 す る 必 要 が あ る 。 WAN受 信 機 ・ 送 信 機 404は
、 商 用 セ ル 方 式 業 界 で は 典 型 的 な も の で あ り 、 ま た 、 モ ト ロ ー ラ 等 の 会 社 か ら 構 成 要 素 と
し て 入 手 可 能 で あ る 。 WLAN受 信 機 ・ 送 信 機 406は 、 通 常 、 IEEE802.11(WiFi)に 準 拠 し て お
り 、 ま た 、 チ ッ プ セ ッ ト と し て 、 プ ロ キ シ ム （ Proxim） 又 は モ ト ロ ー ラ 及 び 他 の 製 造 業 者
か ら 入 手 可 能 で あ る 。 コ ン ト ロ ー ラ 408に は 、 モ ト ロ ー ラ の 半 導 体 グ ル ー プ 又 は 他 の ベ ン
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ダ か ら 入 手 可 能 な デ ジ タ ル 信 号 プ ロ セ ッ サ が 含 ま れ て い た り 、 又 は 、 そ れ ら を 含 ん だ り で
き る 。 メ モ リ 410に は 、 揮 発 性 及 び 不 揮 発 性 双 方 の メ モ リ を 含 む こ と が で き 、 ま た 、 コ ン
ト ロ ー ラ 408に 一 体 化 す る こ と が 多 い が 、 外 部 接 続 す る こ と も で き る 。 ユ ー ザ イ ン タ ー フ
ェ イ ス に は 、 一 般 的 に 、 デ ィ ス プ レ イ 、 キ ー パ ッ ド 、 音 声 回 路 が 含 ま れ る 。 ユ ー ザ イ ン タ
ー フ ェ イ ス は 、 容 易 に 入 手 可 能 な 部 分 加 工 品 か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 動 作 時 、 通 信 装 置 400は 、 複 数 の 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 102、 108に 用 い る よ う に 配 置 構 成 さ
れ て お り 、 メ モ リ 410、 コ ン ト ロ ー ラ 408、 及 び 送 受 信 機 装 置 402が 含 ま れ る 。 メ モ リ 410は
、 通 信 装 置 400に 対 応 す る 複 数 の 識 別 子 を 記 憶 す る た め の も の で あ る 。 コ ン ト ロ ー ラ 408は
、 メ モ リ に 接 続 さ れ て お り 、 ま た 、 電 話 を か け る 際 、 発 信 者 識 別 と し て 提 供 す る た め に 複
数 の 識 別 子 の 内 の １ つ を 選 択 す る よ う に 動 作 可 能 で あ る 。 送 受 信 機 装 置 402は 、 コ ン ト ロ
ー ラ 408に 接 続 さ れ て お り 、 複 数 の 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 102、 108の 内 の １ つ に 対 し て 、 発 信
者 識 別 と し て 用 い る た め に 、 選 択 さ れ た 複 数 の 識 別 子 の 内 の １ つ を 提 供 す る 。 送 受 信 機 装
置 402は 、 複 数 の 各 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 102、 108上 で 通 信 す る よ う に 動 作 可 能 で あ る 。 複 数
の 識 別 子 に は 、 複 数 の 各 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 102、 108用 の 固 有 の 識 別 子 が 含 ま れ る 。 選 択 さ
れ た 識 別 子 は 、 電 話 に よ る 通 話 又 は 装 置 か ら の 通 話 等 の 他 の プ ロ セ ス を 介 し て 等 、 様 々 な
方 法 で 各 ネ ッ ト ワ ー ク に 転 送 し て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 用 の デ ー タ ベ ー ス を プ ロ グ ラ ム 化 し 得 る
こ と に 留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 複 数 の 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 102、 108は 、 公 衆 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 、 仮 想 専 用 ネ ッ ト ワ ー ク 、
ロ ー カ ル ネ ッ ト ワ ー ク 、 商 用 無 線 ホ ッ ト ス ポ ッ ト 、 及 び 専 用 ネ ッ ト ワ ー ク の 内 の い ず れ で
あ っ て も よ い 。 Nextel等 の 公 衆 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク は 、 サ ー ビ ス を 全 国 的 に 又 は 世 界 的 に さ
え サ ポ ー ト し 得 る 。 仮 想 専 用 ネ ッ ト ワ ー ク は 、 よ り 大 規 模 な ネ ッ ト ワ ー ク の サ ブ セ ッ ト で
あ っ て よ く 、 こ の 場 合 、 サ ブ セ ッ ト は 、 同 じ ネ ッ ト ワ ー ク を 用 い て 、 見 か け 上 他 の も の と
分 離 し て 存 在 す る よ う に 動 作 さ れ る 。 ロ ー カ ル ネ ッ ト ワ ー ク は 、 サ ー ビ ス 、 例 え ば 、 電 話
サ ー ビ ス を ア パ ー ト の 建 物 に 提 供 す る 民 間 企 業 で あ っ て よ い 。 ス タ ー バ ッ ク ス ・ コ ー ヒ ー
シ ョ ッ プ に よ っ て 提 供 さ れ る ネ ッ ト ワ ー ク 等 の 商 用 ホ ッ ト ス ポ ッ ト は 、 利 用 客 に 無 線 接 続
を 、 多 く の 場 合 、 加 入 料 金 で 提 供 す る 。 専 用 ネ ッ ト ワ ー ク は 、 通 常 、 企 業 の 従 業 員 等 、 あ
る 団 体 の 構 成 員 だ け の た め に 運 用 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 通 信 装 置 400に は 、 通 常 、 複 数 の 識 別 子 を 表 示 す る た め の ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ イ
ス 418が 含 ま れ 、 こ の 場 合 、 コ ン ト ロ ー ラ 408は 、 発 信 者 識 別 と し て 選 択 す る た め の 複 数 の
識 別 子 の 内 １ つ の ユ ー ザ 表 示 に 応 答 す る 。 発 信 者 識 別 と し て 用 い る た め の 複 数 の 識 別 子 の
内 の １ つ の 選 択 は 、 応 答 通 信 を 受 信 す る た め の 経 済 的 な 配 慮 に 基 づ き 得 る 。 例 示 す る と 、
通 信 装 置 400の ユ ー ザ は 、 自 分 の 事 務 所 の ロ ー カ ル 通 信 イ ン フ ラ 108の 有 効 範 囲 116外 に い
る か も 知 れ な い が 、 直 ぐ に 返 信 を 期 待 す る 。 ワ イ ド エ リ ア 通 信 イ ン フ ラ 102、 例 え ば 、 セ
ル 方 式 ネ ッ ト ワ ー ク を 用 い て 、 ユ ー ザ の 通 信 装 置 104か ら 電 話 120に 対 し て 行 わ れ 、 通 信 イ
ン フ ラ 102の 発 信 者 識 別 を 有 す る 通 話 は 、 通 信 イ ン フ ラ 102を 介 し て 、 返 信 さ れ る 可 能 性 が
あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 述 し た よ う に 、 通 信 イ ン フ ラ 102に な さ れ た 通 話 は 、 ロ ー カ ル ネ ッ ト ワ ー ク 通 信 イ ン
フ ラ 108に な さ れ た 通 話 よ り 大 幅 に 費 用 が 高 い 可 能 性 が あ る 。 同 様 に 、 通 話 が 通 信 装 置 104
か ら 電 話 120に な さ れ る が 、 第 ２ 識 別 子 、 即 ち 、 ロ ー カ ル ネ ッ ト ワ ー ク 通 信 イ ン フ ラ 108に
よ っ て 範 囲 に 含 ま れ る 際 の 装 置 番 号 は 、 発 信 者 識 別 と し て 提 供 さ れ る 。 返 信 通 話 は 、 ロ ー
カ ル ネ ッ ト ワ ー ク 通 信 イ ン フ ラ 108に 対 し て 行 わ れ 、 そ れ に よ っ て ワ イ ド エ リ ア 通 信 イ ン
フ ラ 102を 用 い る コ ス ト が 節 約 さ れ る 。 通 信 装 置 400は 、 ロ ー カ ル ネ ッ ト ワ ー ク 通 信 イ ン フ
ラ 108が 到 達 し な い 場 合 、 ワ イ ド エ リ ア 通 信 イ ン フ ラ 102に 通 話 を 転 送 し 得 る 。 場 合 に よ っ
て は 、 こ の よ う に 通 話 を 転 送 す る こ と は 、 例 え ば 、 通 信 装 置 400の 従 業 員 が 週 末 で い な く
な り 、 ま た 、 通 話 が 緊 急 で な い 場 合 、 望 ま し く な い こ と が あ る 。 こ の 場 合 、 コ ン ト ロ ー ラ
408は 、 ユ ー ザ の 要 求 時 、 複 数 の 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 内 の １ つ に 信 号 を 送 信 す る こ と が で
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き る 。 ロ ー カ ル ネ ッ ト ワ ー ク 通 信 イ ン フ ラ 108は 、 通 信 が 通 信 装 置 400に 転 送 さ れ る こ と を
阻 止 す る 予 定 で あ る こ と 、 又 は 、 そ の よ う な 転 送 を 条 件 付 で 、 例 え ば 、 ２ 日 間 又 は ６ 時 間
等 の 間 、 阻 止 す る 予 定 で あ る こ と を 信 号 は 示 し 得 る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ５ に お い て 、 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク か ら 発 信 者 識 別 と し て 企 業 番 号 を 表 示 す る た め の フ ロ
ー チ ャ ー ト に つ い て 議 論 し 説 明 す る 。 本 方 法 は 、 通 信 装 置 400が 複 数 の 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク
を 介 し て ア ク セ ス 可 能 で あ る 場 合 、 受 信 者 に 発 信 者 識 別 を 提 供 す る 。 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 10
 2は 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 102上 で サ ポ ー ト さ れ る １ つ 又 は 複 数 の 通 信 装 置 400用 の 多 数 の 識
別 子 を 記 憶 す る 500。 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 102上 に 記 憶 さ れ た 幾 つ か の 識 別 子 は 、 異 な っ た 、
そ う で な い 場 合 、 108等 の 関 係 の 無 い 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 用 で あ る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 102は 、 オ プ シ ョ ン と し て 、 通 話 が 通 信 装 置 400に よ っ て な さ れ る 場 合
、 発 信 者 識 別 と し て 提 供 す る た め の 第 ２ 識 別 子 と し て 、 複 数 の 標 識 の 内 の ど れ を 用 い る か
を 示 す 信 号 を 通 信 装 置 400か ら 受 信 し 得 る 502。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 102は 、 通 信 装 置 400か ら 通 信 及 び 対 応 す る 第 １ 識 別 子 を 受 信 す る 504
。 通 信 は 、 対 応 す る 第 １ 識 別 子 が 携 帯 電 話 番 号 で あ る 場 合 、 公 衆 セ ル 方 式 ネ ッ ト ワ ー ク に
よ っ て 受 信 し 得 る 。 そ し て 、 通 信 イ ン フ ラ 102は 、 通 信 装 置 400に 関 連 す る 複 数 の 識 別 子 か
ら 第 ２ 識 別 子 を 選 択 す る 506。 こ の 選 択 は 、 502等 に お け る 通 信 装 置 400か ら の 入 力 に 、 又
は 、 受 信 者 か ら の 応 答 通 信 を 受 信 す る た め の 経 済 的 な 考 慮 等 の 他 の 判 断 基 準 に 基 づ き 得 る
。 通 信 イ ン フ ラ 102は 、 通 信 を 接 続 す る 際 、 受 信 者 へ の 発 信 者 識 別 と し て 第 ２ 識 別 子 を 提
供 す る 508。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ６ に お い て 、 企 業 番 号 が 発 信 者 識 別 と し て 用 い ら れ る 場 合 、 返 信 通 信 を 受 信 す る た め
の フ ロ ー チ ャ ー ト に つ い て 議 論 し 説 明 す る 。 図 ５ の 方 法 に お い て 述 べ た よ う に 通 話 を 発 信
者 に 接 続 し た 後 、 応 答 通 信 は 、 508に お い て 提 供 さ れ た 第 ２ 識 別 子 を 用 い て 、 第 ２ 通 信 ネ
ッ ト ワ ー ク 上 で 受 信 者 か ら 受 信 さ れ る 600。 第 ２ 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 108は 、 通 信 装 置 400が
第 ２ 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 108の 有 効 範 囲 内 に あ る か ど う か 、 例 え ば 、 ユ ニ ッ ト が 呼 出 し に 応
答 す る か 又 は 、 例 え ば 、 そ れ が 登 録 さ れ る か 判 断 す る 602。 通 信 装 置 400が 存 在 す る 場 合 、
“ は い ” 分 岐 に 従 い 、 通 信 は 、 通 信 装 置 400に 接 続 さ れ る 604。 通 信 装 置 400が 第 ２ 通 信 ネ
ッ ト ワ ー ク 108の 有 効 範 囲 に な い 場 合 、 602か ら “ い い え ” 分 岐 に 従 い 、 通 信 は 、 第 １ 通 信
ネ ッ ト ワ ー ク 102上 で 第 １ 識 別 子 を 用 い て 、 通 信 装 置 400に 転 送 さ れ る 606。 通 信 装 置 は 、
通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 108に 信 号 を 送 り 、 通 信 装 置 400か ら の 信 号 に よ っ て 、 又 は 、 他 の シ ス テ
ム 運 用 者 も し く は 機 能 に よ っ て 設 定 さ れ た よ う に 、 通 信 装 置 400へ の 通 話 を ブ ロ ッ ク さ せ
得 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 述 し た 方 法 及 び 装 置 並 び に 本 発 明 に よ る そ の 原 理 は 、 通 信 装 置 104、 112が 、 複 数 の 、
時 と し て 、 重 複 す る 通 信 イ ン フ ラ 上 で 動 作 し 得 る 場 合 に 発 生 す る 問 題 を 緩 和 す る こ と を 意
図 す る 。 ユ ー ザ に よ っ て 、 ど ん な 番 号 を 発 信 者 識 別 と し て 用 い る か を 規 定 し 管 理 す る こ れ
ら の 原 理 を 用 い る と 、 通 話 管 理 を 簡 素 化 で き 、 ま た 、 移 動 体 の 専 門 家 の コ ス ト 管 理 を 支 援
し 得 る 。 用 い ら れ る 原 理 の 内 の １ つ は 、 通 話 が 常 に 最 低 コ ス ト の ネ ッ ト ワ ー ク に 導 か れ よ
う に 発 信 者 識 別 を 選 択 し 得 る こ と で あ る 。 通 話 及 び 他 の 通 信 は 、 通 信 装 置 400が 、 よ り 低
コ ス ト の ネ ッ ト ワ ー ク 上 に ア ク セ ス 可 能 で な い 場 合 の み 、 通 常 有 効 範 囲 が よ り 広 く よ り コ
ス ト が か か る ネ ッ ト ワ ー ク に 転 送 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 ア ク セ ス 性 を 犠 牲 に す る こ と な
く 、 よ り コ ス ト が か か る ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て な さ れ る 通 話 の 数 が 劇 的 に 減 少 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 提 供 さ れ る 更 な る 恩 典 は 、 ユ ー ザ 又 は シ ス テ ム 管 理 者 に と っ て 、 公 衆 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク
設 備 の 加 入 者 が 通 常 利 用 で き な い 通 話 の あ る レ ベ ル の 制 御 が 可 能 に な る こ と で あ る 。 108
等 、 よ り 小 規 模 の ロ ー カ ル ネ ッ ト ワ ー ク 通 信 イ ン フ ラ は 、 有 利 な 点 と し て 、 き め の 細 か い
レ ベ ル の 時 刻 、 日 付 、 及 び 他 で は 一 般 的 に 利 用 不 可 能 な 発 呼 元 に 基 づ き 、 通 話 ス ク リ ー ニ
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ン グ 、 転 送 及 び ブ ロ ッ キ ン グ が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 多 数 の 通 信 イ ン フ ラ 環 境 に お い て 通 話 を 管 理 す る た め の 方 法 及 び 装 置 の 様 々 な 実 施 形 態
に つ い て 議 論 し 説 明 し た 。 こ れ ら の 実 施 形 態 又 は 本 発 明 に 基 づ く 他 の も の は 、 多 数 の ネ ッ
ト ワ ー ク 上 で 動 作 が 可 能 な 通 信 装 置 を サ ポ ー ト す る 多 く の ワ イ ド エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク へ の
適 用 が 期 待 さ れ る 。 本 開 示 は 、 そ の よ う な シ ス テ ム 及 び 特 に そ れ に よ っ て 及 び そ こ に 採 用
さ れ る 方 法 が 含 ま れ る 構 成 要 素 又 は 設 備 に 拡 張 さ れ る 。 本 明 細 書 に 開 示 さ れ た 本 発 明 に よ
る 原 理 及 び 概 念 を 用 い る と 、 有 利 な 点 と し て 、 通 話 管 理 及 び 転 送 が 可 能 に な っ た り 、 提 供
さ れ た り 、 ユ ー ザ 及 び プ ロ バ イ ダ に も 同 様 に 恩 恵 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 開 示 は 、 本 発 明 に 基 づ く 様 々 な 実 施 形 態 を 如 何 に 形 成 し 用 い る か に つ い て 説 明 す る こ
と を 意 図 す る も の で あ り 、 そ の 真 の 意 図 し た 正 当 な 範 囲 及 び 精 神 を 制 限 す る も の で は な い
。 上 述 の 説 明 は 、 網 羅 的 で あ っ た り 、 開 示 さ れ た 厳 密 な 形 態 に 本 発 明 を 限 定 し た り す る こ
と を 意 図 す る も の で は な い 。 上 述 の 教 示 内 容 に 照 ら し て 、 修 正 や 変 更 が 可 能 で あ る 。 実 施
形 態 は 、 本 発 明 の 原 理 及 び そ の 実 用 的 な 用 途 を 最 良 に 例 示 す る た め に 、 ま た 、 当 業 者 が 、
様 々 な 実 施 形 態 に お い て 、 ま た 、 考 案 さ れ た 実 用 的 な 用 途 に 適 合 し た 様 々 な 修 正 で 本 発 明
を 利 用 で き る よ う に 選 択 し 説 明 し た 。 そ の よ う な 全 て の 修 正 や 変 更 は 、 正 当 に 、 合 法 的 に
、 ま た 公 正 に 権 利 が 与 え ら れ る 範 囲 に 基 づ き 解 釈 さ れ た 場 合 、 本 特 許 出 願 の 係 属 中 に 修 正
さ れ る 可 能 性 も あ る 添 付 の 請 求 項 に よ っ て 、 ま た 、 そ の 全 て の 等 価 物 に よ っ て 決 定 さ れ る
本 発 明 の 範 囲 内 に あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 簡 略 化 し た 代 表 的 な 形 態 で 、 複 数 の 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 及 び そ の 相 互 接 続 の ブ ロ ッ
ク 図 。
【 図 ２ 】 簡 略 化 し た 代 表 的 な 形 態 で 、 部 分 的 に 公 衆 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク を 表 す 通 信 ネ ッ ト ワ
ー ク の ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ３ 】 簡 略 化 し た 代 表 的 な 形 態 で 、 専 用 ネ ッ ト ワ ー ク を 表 す 他 の 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の ブ
ロ ッ ク 図 。
【 図 ４ 】 簡 略 化 し た 代 表 的 な 形 態 で 、 通 信 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ５ 】 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク か ら の 発 信 者 識 別 と し て 、 企 業 番 号 を 表 示 す る た め の フ ロ ー チ
ャ ー ト 。
【 図 ６ 】 企 業 番 号 が 発 信 者 識 別 と し て 用 い ら れ る 場 合 、 返 信 通 信 を 受 信 す る た め の フ ロ ー
チ ャ ー ト 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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